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第十四部 多くの皆さんが夢へ挑戦 

 

「歩く事」に関して、他
ほか

の人達の取り組みを

紹介して見ます。 

世の中には、ヨットの太平洋横断とか、エベ

レスト登山とか、ギネスブックへの登録を目指

して活動するなど超人的な多種多様な挑戦者

がいます。 

 その中で、私の身の丈から見た「歩き旅」に

関する皆さんの取り組みや関心の深いものを

少し紹介して見ます。なお、「歩き旅」には、山

のピークを目指すいわゆる「ピークハント登

山」も関心はありますが、この分野・この部類

は、ここでは除いて整理します。 

 スルーハイク（一気通貫の歩き旅）はともか

くとして、数年がかりで、それぞれの身の丈に

合った、計画を立て、目標を持って、継続的に

取り組んで行ったら達成感・充実感を味わえる

ものになると思います。 

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

１．「歴史街道・古道」歩き旅の魅力・効用 

 

図―25 は、「五街道ウォーク事務局」の八木

牧夫さん（神奈川県横浜市神奈川区）が提供

した新聞記事です。ホームページを持ってい

ますので、是非参考にして見てください。 

左側に「仮想ウォーク」と言うタイトルが

見えますが、私が旧東海道スルーハイクを

やっていた時に、同じような事に挑戦してい

る女性がおりました。 

 

 なお、別の遊びで行った折に、八木さんの仕

事場を訪ねて対面しております。 

  

図－25 
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２．「旧五街道」に取り組んでいる加藤さん（長寿の方） 

 

図―26 は、86
、、
歳の方の取り組みです。旧五街道の踏破に挑戦中と言う事です。この年齢には脱帽です。 

最後の方にある「限りある人生、終わりを迎えるまで、目的に向かって歩き続けたいと思います。」と言うフレーズに元気

を貰います。 

 

 図―27 表は、前記「五街道ウォーク事務局」のインターネットサイトから拝借したものに加筆しています。 

 

総計では、1,430 ㎞余りになり、１日当りの歩行距離を 25 ㎞にすると 57.3 日、おおよそ述べ 60 日間を要する旅路となりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

街道名 基点 基点 概要 宿次 換算距離 

東海道 日本橋 
京都三条大橋 

(大阪高麗橋) 

東国と京（都）を結ぶ東海道は古来より政治的、軍事的に重要な交通路で、箱根と新居（今

切れの渡し）の二か所に関所を設置し、「入り鉄砲に出女」が厳しく取り締まった。 

五十三次 

（五十七次） 
約 492 ㎞ 

中山道 日本橋 京都三条大橋 

東海道は、道中には大井川、天竜川、富士川、六郷川等の渡河があり、いったん増水になる

と難渋を極めた為、古来東山道としてのこの道の利用度は高かった。皇女和宮の降嫁に使わ

れた。 

六十七次 約 505 ㎞ 

甲州道中 日本橋 長野県下諏訪 短い街道であるにも係らず、小仏・鶴瀬に関所を設けた。 四十四次 約 208 ㎞ 

日光道中 日本橋 栃木県日光  
江戸幕府歴代の将軍が、第一将軍の徳川家康を祀る日光東照宮に参詣する事

を日光社参と称して歩いた。松尾芭蕉（江戸時代の俳人）も歩いた。 
二十一次  約 142 ㎞ 

奥州道中 日本橋 

福島県白河 

（青森） 

（三厩） 

陸奥
み ち の く

を貫き現在の青森に至る日本一長い街道である。幕府の直轄は白河まであり、それ以降

は仙台藩、南部藩が管轄・整備した。（右距離は日光道中分岐の宇都宮から） 

十次 

(白河まで) 
約 85 ㎞ 

図－27 

図－26 
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３．小口さんの「徒歩で日本縦断」 

 

 図―28 は、我が山形県白鷹町在住の小口
こ ぐ ち

長次さん（満 66 歳）の取り組みです。日本縦断にはとても憧れを感じます。 

2014（平成 26）年１月 15 日（水）18 時 50 分頃ＮＨＫＴＶに出演していました。2008（平成 20）年宗谷岬を歩行スタートし、2013（平成 25）年波照間島
は て る ま じ ま

にゴールの通算５年８か月ほどを掛けたようです。 

１日当りの歩行距離は 20（6,200÷305）㎞程になり、野宿（テント泊等）を基本にしたと言う事です。また、テレビの中では、一番重い時で 30 ㎏程の荷を背負ったと言うような事を話されていました。 

 小口さんはインターネットホームページを開設しており、拝見すると、宿泊は、バス停、道の駅、堤防サイト、ＪＲ駅、公園その他多種多様です。度胸と勇気の証です。 

 私よりも１歳ほど先輩なのかもしれませんが、30 ㎏もの荷物を背負って長旅する事は、私には不可能ですから素晴らしい取り組みに敬意を表するのみであります。 

  なお、一度、小口さんとはお会いしております。 

図－28 



42(ohnuma kaoru) 

 

４．石川さんの「徒歩で日本縦断」 

 

図―29 は、沖縄県出身の石川さんが満６５歳で挑戦した旅のルートです。その著書に依ると「一口に日本縦断といっても、太平洋沿岸、旧街道を辿る、中央部を貫通するなどのコースもある。しかし、日本海沿岸を歩く

ことに迷いはなかった。理由は、日本海を見ながら歩きたいと言う、これも単純な気持ちからである。」とおっしゃられています。少年の頃からの夢だったそうです。 

 

 

 

図－29 
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５．工藤さんの「街道歩きで本州縦断」 

 

工藤さんも私と同じ趣味をお持ちのようです。 

 

図―30 の中にある「・・・足にできた血豆の痛みに苦しみ・・・」は、私と同じ悩みです。 

また、記者の「小さな一歩の積み重ねが大きな目標達成につながる・・・」の眼はそのとおりです。何事にも繋がる事

です。 

その記者のコメントに関し、私は、「旧奥州道中」を正味 2013（平成 25）年９月４日（水）日本橋スタート～10 月１日

（火）三厩
みんまや

ゴ
ご

ールまでを 27 連泊 28 日間でスルーハイクした時の「大香ブランド老
Rou

魂
Com

サブタイトル」を［蟻の一穴ブレー

クスルー東北縦断“日本第３運河開通”大作戦］と設定したが、一歩一歩が蟻の一穴ですが、その継続・積み重ねが、結局

は目標達成に為る事を実感しました。このスルーハイクのみならず、全てを通して「継続は力なり」を実感しています。 

 

 

 

 

６．新井さんの「ごみ拾いながらの日本縦断」 

 

 図―31 の若い青年の新井さんの取り組みは、新しい視点だと感心しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－30 
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７．田口さんの「歩いて、芭蕉の奥の細道と四国八十八か所霊場巡り」 

 

 図―32 に依ると、４月中旬から 10 月までの半年間歩き続けて、全長 4,500 ㎞を踏破する計画で、その実践中と言う事です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．足峰さんの「東北徒歩一周」 

 

図―33 に依ると、東北六県一周で 1,500 ㎞を

徒歩で踏破したとの事ですが、寄付金提供の志も

併せて各地で趣味（仕事？）の音楽イベントを合

わせて実践した事に敬意を表します。実際の徒歩

ルートを知りたいものです。 

 

 

 

 

 

  
図－32 

図－33 
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９．ＴＪＡＲ 

 

私は、2012（Ｈ24）年９月 27 日（木）糸魚川の日本海岸壁からスタートし、14 連泊 15 日目の 10 月 11 日（木）太平洋側の静岡県御前崎海辺に到達した「旧塩の道（秋葉古道）」をスルーハイクしました。 

その最終盤に、「ＴＪＡＲ」（Trans Japan Alps Race）―――日本海側富山湾を午前零時にスタートし、北
、
アルプスから中央

、、
アルプス、そして南

、
アルプスを越え、 太平洋側駿河湾までの距離約 415 ㎞の道程を、交通機関

はもちろんの事、山小屋も一切使わず、自身の足(走り、歩き)のみで １週間 (＋予備日１日)以内に踏破する事を目指すハードな山岳アドベンチャーレース―――の存在をテレビで知りました。 

図―34 の「ＳＴＡＲＴ」から「ＧＯＡＬ」までのルートです。 

 

２年に１度の割合で開催しているようですが、そのホームページに依ると、次の選考基準がありま

す。 

   ａ. 山岳フィールド／山での走力 

     下界／ロードに於ける走力(参加条件に準ずる) 

   ｂ. ビバーク技術 

   ｃ. 生活技術 

   ｄ. 読図力 

   ｅ. 危険予測、回避力 

   ｆ. その他 

  

参加資格は、実行委員会の選考会に参加し、基準を満たした上で、同会の承認を得なくてはならないの

です。 

2012 年の第６回大会の報告書に依ると、28 名参加し、８日間の期限内に完走したのは 18 名でした。 

 

これはすごいと思いました。それは私には到底出来ないが、私の行いは、私の身の丈・分相応で、私

に似合う、私の思いを乗せた、私なりの「ＴＪＣ
．
Ｒ」（Trans Japan Codou Race）と思いました。 

 

同図の青色ルート（実践）は「ＴＪＡＲ」のもので、赤色ルート（点線）は私がトレイルした「旧塩

の道（秋葉古道）」のルートです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

私の「塩の道」

スタート

私の「塩の道」

ゴール

図－34 
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10．田中陽希さんのグレート・トラバース 

 

図―35 のとおりで、ＮＨＫが企画・放映した日本を代表

するプロアドベンチャーレーサー田中陽希
よ う き

さんの「日本百

名山完全人力一筆書き踏破」への挑戦です。 

総移動距離 7,800km、累積標高差 10 万 m！200 日間掛け

て日本百名山に人力のみ、一筆書きでチャレンジする壮大

な旅のドラマです。ＮＨＫが完全密着しＢＳで放送しまし

た。 

深田久弥「日本百名山」が出版されてから五十年。日本

百名山すべての頂を登り、その間、一切交通機関を使わ

ず、自分の脚とカヤック（海上移動）だけで繋ぐ、途方も

ない挑戦だったのです。 

 

 もちろん、プロだから出来る事だと思います。 

 

2014（平成 26）年４月１日（火）屋久島をスタートし、

そして、10 月 26 日(日) 利尻山にゴールしました。 

 

 拍手喝采です。衷心より祝意を表します。おめでとうご

ざいます。なんと素晴らしい快挙です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－35 
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11．吾が国の自然歩道 

 

図―36 は、自然歩道の事です。 

 環境省が整備しているトレイルコースです。つまり、税金を投入して整備しているのです。私は特に意識して歩いた事はありませんが、よく見ると、私が既に歩いた区間が入っています。 

 自然歩道については、旧五街道と同様に多くの人がチャレンジし楽しんでいるのではないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－36 
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 図－37 は、仙山連携事業としてのロングトレイルコースの整備を図る動きですが、とても楽し

みです。余り歩かれてはいなく藪化している所もあるかと思うが、既に本ルートには登山道が

通っています。私は一気通貫ではないが、全道歩いています。水場や山小屋の整備が中心になる

のでしょうか。（この処は、後日追加し、差し替えたもの。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12．身近な山形県内・隣接県に係る歴史街道・古道 

 

吾が郷土山形県とその周辺に繋がる歴史街道に着目してみます。図―38 は、山形県内で完結し

ているものと、隣接県（秋田・宮城・福島・新潟）境をまたぐ主要な「歴史街道・古道」ルート

の概要です。他にもあると思うが、「歴史の道 調査報告書（山形県教育委員会監修）」に記載の

主なものを掲載して見ました。実線の部分は、私が既に基点から基点までスルーハイクした処（ル

ート）です。「歴史の道調査報告書」は公立図書館に完備されているはずです。この全てに挑戦し

ている人はいないだろうか。山形県人に取っては、身近で手軽な歴史街道です。区切りながらで

も良いので、計画的に一つ一つ潰して行くのも楽しいのではないでしょうか。 

 

図－38 

図－37 
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13．山形県ゆかりの「３賢人」旅ルート 

 

図―39 は、確か「ＮＰＯ法人 元気・まちネット」の何かの資料に掲載されていたものだと記憶しています。 

 

昔、山形県を通った著名な県外出身の歴史上の人物「源義経、松尾芭蕉、イザベラ・バード」の３人を「３賢人」と称して、その歩んだルートを図化していました。 

これだけでは、実際は歩けないので、山形県歴史の道調査報告書に依れば、ルートを確認出来ます。 

 

関連して私の事ですが、 

 

その１：義経ルートについては、2014（平成 26）年６月 15 日（日）京都三条大橋スタート～７月 14 日

（月）平泉ゴールまでを 29 連泊 30 日間でスルーハイクした時に、本県内の同図ルート上を通過しています。 

 

その２：イザベラ・バードのルートについては、2014（平成 26）年９月 14 日（日）桑折
こ お り

スタート～９月 30

日（火）油川ゴールまでを 16 連泊 17 日間でスルーハイクした時に、本県内の同図ルートにおいて、上山温泉以

北を歩いています。なお、新潟県境から上山までの区間は、十三峠の一部は歩いています。 

 

 その３：松尾芭蕉ルートについては、山刀切峠など部分的には歩いているが、スルーハイクは未完です。 

 

 

 

 

 

 

 

  

図－39 
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14．「奥の細道」の全行程ルート図 

 

『奥の細道』とは、ご承知のとおり江戸時代の俳人「松尾芭蕉」が旅の途上で、叙情豊かに綴った紀行本であります。1702（元禄 15）年に没後、 遺言に依って、弟子の向井去来が井筒屋から刊行したもの。

1689(元禄２)年の３月 27 日(陽暦では５月 16 日)に深川にある芭蕉庵で愛弟子の河合曾良一人を連れて出立し、東北・北陸地方を回りながら、各地の弟子を訪ね、 歌枕を巡って歩き、全行程約 600 里（約 2400

㎞)を、日数約 150 日間を費やしたとの事です。１日当り 16 ㎞ほどで、短い気がしますが、これは尋ねたその地で地元の名士と交流を深め、同じ場所に連泊逗留したためです。 

きっと、この全行程に何年かを掛けて挑戦している人はいると思いますが、私自身もいつかはスルーハイクで挑戦して見たいものですが、夢のまたその夢でしょうが。 

前記「７．田口さんの『歩いて、芭蕉の奥の細道と四国八十八か所霊場巡り』」に記載した田口さんは、どこまで踏破したのでしょうか。きっと完歩されたのかな。 

 

 図―40 の右は、「道と時代を巡る旅（東京地図出版）」より拝借したもので、全体の概要であります。 

 また、同図の左は、「奥の細道の旅（ＪＴＢ 別冊るるぶ愛蔵版 46）」より拝借したものです。一部に推定の区間もあると言う断り書きはあるが、国土地理院地形図 20 万分の一にはっきりと記載しているので、

歩き旅の活用には十分に耐える内容です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図－40 
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15．母なる大河最上川 

 

 図―41 は、山形放送が実施している事業の一つです。 

 新聞記事には、「最上川 200 ㌔」とあるが、私が最上川源流から出来るだけ川筋に沿うようなルートを想定し、「カシミール３Ｄ」ソフトで計算し

たところでは、240 ㎞位はあるようですが。 

 

参考に、山形河川国道事務所 河川学習システム編集部扱いのインターネットサイト「最上川電子大事典」から要点を抜粋掲載しておきます。 

最上川の源流は、山形県と福島県の県境にある西吾妻山（標高 2,035ｍ）の「火焔
ひのほえ

の滝」とされています。 

源流説として米沢市の「松川(現在の最上川上流部）」や、同じく米沢市の「大樽川上流、黒滝・赤滝」、飯豊町の「白川」など数々の場所が上

げられています。最上川源流の碑が設置されている場所もありますが、国土交通省で河川法の改定された際、松川が最上川の一

つの流れとして名前も統一され、その上流部となる火焔の滝が源流として定められたのです。 

最上川は源流から酒田市にある河口まで 229 ㎞（上記サイト）、各地域から豊かな水を集め、約３日から５日かけて流れ

て行きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図－41 
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１６．出羽百観音霊場 

 

四国八十八か所（四国遍路）霊場巡りや西国三十三観音巡礼も良いのですが、足元の吾が山形県内には、最上・庄内・置賜の３個所（各三十三観音）を合せた出羽百観音霊場（番外含めて百か寺）が整えられて

います。 

図―42 は、著者の後藤博氏自ら山形県内出羽百観音を歩いた経験を通して纏めた本の抜粋です。 

 著者の歩いた実績から所要日数と１日当り の

歩行距離を算出し、下部表に記載して見まし

た。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

巡礼霊場 所要日数 
１日当りの 

歩行距離 

最上三十三観音 １０日間 ３１．８ｋｍ 

庄内三十三観音 １２日間 ２２．８ｋｍ 

置賜三十三観音 ８日間 ２４．９ｋｍ 

――――――― ３０日間 ――――――― 

（私の想定） ３０日間 約２５ｋｍ 

図－42 
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17．四国八十八か所霊場遍路（＋別格２０霊場） 

 

 図―43 は、四国遍路の札所と標準ルートです。 

昔からの庶民の憧れの霊場巡りと言えば、「四国遍路（四

国八十八か所霊場巡り）」です。弘法大師空海が修行道場と

して開創した道であり霊場であります。 

八十八の数の由来や意味については諸説ありますが、一

般的には次の二つです。 

一つ目は厄年説です。88＝42（＝男の厄年）＋33（＝女

の厄年）＋13（＝子供の厄年） 

二つ目は「米
こめ

」節です。「米」の字を分解すると八十八に

見え
な り

、米寿（長寿祝い）の由来と共通します。 

ルートの距離は、定まったものはありませんが、古道の

道筋を辿
たど

って、標準的には 1,200 ㎞～1,400 ㎞程と云われ

ています。１日平均 25 ㎞で歩けば 48 日～56 日間程を要し

ます。 

年間の巡礼者数は、10 万、20 万、30 万人とも云われる

が、定かでは無いとの事です。その中で歩き遍路は数千人

から５千人と云われています。 

弘法大師空海は、宝亀５（774）年、四国讃岐国多度郡

屏風浦（現：香川県善通寺市→75 番札所）で生まれ、承和

２（835）年３月 21 日、61 歳で高野山に入定し、今も生き

ていると信仰されています。 

 

同大師に纏わる信仰や伝説に基づいて開かれた寺々は、

八十八か所霊場以外にも沢山あり、別格霊場はその中でも

同大師とご縁の深い寺院二十か寺が結集した霊場です。別

格霊場はすでに八十八か所の巡拝を終えた方が改めてこの

二十か寺を巡り、合せて百八か寺とし、人間の百八煩悩を

滅
めっ

する事に繋がると云われています。四国霊場巡りは、願

わくは、旅に先立ち高野山に参り、旅の安全を誓い弘法大

師様との同行二人を乞い、四国八十八か所と別格二十か所

の合計百八か所霊場を巡礼し、結願
けちがん

（満願）の後、再び高

野山を訪れてお礼参りをし、弘法大師様とお別れの儀式を

執り行いたいものです。 

なお、図―44 の楕円で囲んだ（赤字）所が別格霊場で、

その他の寺は八十八か所です。 

図－43 
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図－44 
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18．日本百観音霊場（西国・坂東・秩父） 

 

西国三十三か寺（近畿２府４県と岐阜県）・坂東三十三か寺（関東１都６県）・秩父三十四か寺（埼玉県）を総合した日本を代表する百か寺の

観音霊場です。特に西国
さいごく

三十三観音霊

場についてですが、徳道（得道）上人

によって開創され、花山法皇が中興し

たと云われる観音巡礼道場で、さらに

は天台宗門系の人々により整備されて

来たと云われています。 

 子安講・観音講などの展開の中で、

幼子連れの若夫婦が巡礼・参拝に訪れ

る事が多いと云われています。 

 

図－45 の西国観音霊場は、昔から

の「歴史街道・古道」を辿ると、標準

的なルートは 2,200 ㎞程になると云わ

れています。１日平均 25 ㎞で歩けば

88 日間ほどの３か月近くを要しま

す。 

図―46 の上は坂東、下は秩父の観

音霊場位置の概要です。 

 

 

 

 

 

 

  

図－45 

（坂東） 

（秩父） 

図－46 
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19． 吾が県の冒険家 

 

図―47 は、ロングトレイルプロ級の人達が憧れるアメリカの３大ロングトレイルコースを踏破した斎藤さんの取り組みです。私から見れば、冒険家の範疇です。図―48 は、有名な冒険家大場満郎さん（山形

県最上町出身）の取り組みです。世界で初めて、北極海・南極海の

両極単独歩行

横断を成し遂

げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－47 

冒険家 大場満郎さんの経歴 

図－48 
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第十五部 「歴史街道スルーハイク遊学紀行」道中で浮かんだ替え歌 

 

歩いていると６根（眼
げん

・耳
に

・鼻
び

・舌
ぜつ

・身
しん

・意
に

）が刺激されて様々な雑念・妄想が横切ります。また、

日々の日常生活の中で喜怒哀楽に塗
まみ

れる心が刺激されて、諸々の感情が沸き上がります。その時々の思

いを短歌や、そして「７・５」調四十八文字の和讃などの詩
うた

に創作しています。短歌あるいは俳句の文

語文法を格別勉強した訳ではなく、また、花鳥風月の風流を、わび・さびを詠える、季語を織り込むよ

うな才能は無く、現代用語・しゃべり言葉を並べただけの味気ないもので、まったくの我流ですが、あ

れこれと浮かんで来たものを整理しています。 

言葉の「５・７」、「７・５」、「８・５」調はリズム感があって、頭に浮かびやすいと思っています。 

その浮かんで来た創作詩を、歌謡曲や地元は菩提寺の石行寺
しゃくぎょうじ

で習っている和讃（叡山
えいざん

流）の原曲をそ

のままに、歌詞（詩）を入れ替えて、つまり、原曲に歌詞を乗せて、いわゆる替え唄にして楽しんでい

ます。現在 40 曲分くらいありますが、その一部を載せて見ました。 
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第十六部 エピローグ 

 

今時 2014（平成 26）年は満 65歳、歴史街道・歴史古道の終始基点間を一気通貫（連日・連続）で歩く

と言うスルーハイクの歩き旅を初めてから５年の節目に当たります。旧羽州街道スルーハイクを一区切り

の取り組みとして終えました。全歩行実距離は約 6,952 ㎞、１日当りの歩行距離 31.5㎞、述べ日数 221

日間になりました。１年間当り 1,390 ㎞程になりました。この「歴史街道スルーハイク遊学紀行―ステー

ジ１」の事を閉じるに当って、この先への思いを少し含めて締め括りたいと思います。 

 

その１；４原則の貫徹 

「第四部 スルーハイクに臨む４原則」に誓いを立てて歩いて来ましたが、その事を貫き通し、さした

る怪我や病気もなく、安全な歩行で終わる事が出来ました。自宅の用事での途中打ち切りはもちろんあり

ませんでした。これは一重に多くの皆さんのご協力の賜物と深く感謝しています。 

この５年間のスルーハイクの全体集約は、前記に加えて次のとおりです。 

 〇一スルーハイクの最多歩行日数は 30 日間で２件（旧熊野古道と旧北奥ルート）となった。 

 〇一スルーハイクの最長歩行距離は 1,088 ㎞（旧北奥ルート）となった。 

 〇３年間で「旧五街道」（旧東海道、旧甲州道中、旧中山道、旧日光道中、旧奥州道中）を踏破した。 

 

 そして、自宅を守り、陰ながらの支えとなってくれた妻に感謝しています。世間では、「亭主は元気で

留守が良い」では無く、それは夫に対する過去の揶揄であり、昨今は「亭主は元気で留守番が良い」と、

妻達が主体的に外に出掛けようとする意思表示の戯言
ざれごと

として流布しているそうですが、私は、それには即

応していないので、喜ばれる夫ではないと思っています。 

 

その２；共有する仲間達 

色々と歩いている中で分かって来た事ですが、国内の「歴史街道・古道」の歩き旅に挑戦している人が

沢山いる事が分りました。皆目標を決めてやっているようです。一人歩きから複数での仲間歩き、一つの

ルートを区切って数年掛りで踏破する人などそれぞれの思いを持って実践しています。大阪市のある一人

の男性（まだ、会った事はありません。）と一度、書面の情報を交換していますが、私の数倍もの距離を

既に歩いています。それから多いと思うのが自転車で日本周遊している人です。時々出会います。道路の

反対側でも「おっ！」と手を振ったり、会釈をするなど挨拶を交わします。同じような仲間がいると言う

心強さを感じます。世の中には、過酷なレースが沢山あります。知っている主なものを列挙すると、陸上

の１０種競技、耐久競技のトライアスロン、自転車のツールド・フランス、モータースポーツの（パリ）

ダカール・ラリー、ＴＪＡＲ（山岳アドベンチャーレース）など他にも色々とあると思います。それぞれ

の決意と信条を持って挑戦しているのだと思います。そう言う人達が全国に散ばっているのです。 

私の「歴史街道スルーハイク」は私の『身の丈アドベンチャー』との思いでやっていますが、過酷な行

動に挑戦する人達と何か共有する・共通する思いがあるような気が致します。「もう一人の自分」との闘

いを楽しむ人達です。国内で圧倒的に多いのは自家用車に依る旅行でしょう。私も時々やっています。道

の駅で、登山口で一緒になった人達と情報交換に華が咲き、個性豊かな人生交流の場に賑やかさが加わっ

て行きます。本書では歩き旅の動機から書いて来ましたが、初めて会う人達と顔を合わせていると、自分

が「井の中の蛙大海を知らず」である事をつくづくと思い知らされます。 

 

その３；御縁とネットワークに感謝 
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歩き旅を通して、有機物・無機物を合せて様々な事物、人事万般に接して来ましたが、それらとの素晴

らしい連関・縁起を感じ、網状組織（ネットワーク）の存在を感じ

ました。図－49 のイメージで、同図上は静的なもの、同下は動的な

イメージです。私が六根（眼
げん

・耳
に

・鼻
び

・舌
ぜつ

・身
しん

・意
い

）で感得した物

事は、極々有限なものです。その裏にはもっともっと多くの人達と

物事が関係されています。全てに感謝・感謝の気持ちで一杯であり

ます。 

 

その４；吾が人生の式年遷宮 

皆さんがご承知の伊勢神宮は 20年毎に式年遷宮、出雲大社は 60

年毎に式年造替、と言う一大行事を定期的に挙行します。伊勢神宮

の式年遷宮は、既存の本殿・拝殿（建物）を隣接する土地にまった

く新しく建て、ご神体を新しいお住まいに遷宮します。出雲大社の

式年造替は、神様を同じ境内の仮本殿に仮遷座の後に、本殿等を修

復し、完了後本殿に遷座します。さて、式年遷宮の意図は奥深いも

のがあろうが、伊勢神宮のホームページ等を参考に要約すれば、 

{
 
 

 
 ①社殿等の建物を更新

②築造技術の伝承  

③信仰・文化を継承し

 

}
 
 

 
 

 

「常に新しくあり続ける、常若の思想がある、伝統的な信仰や文化、建物などが世代を引き継ぐ事で永

遠の生命を維持する」との事です。この３要素を前記冒頭部の図―１と見比べながら私に当て嵌めて考え

て見ると、①については身体能力ですが、これは加齢で如何ともしがたい面はあるものの、「歩く事」を

通して、老衰の加速度を小さくする事は可能です。②ついては頭脳作用の事ですが、元々児童・幼児期相

当ですから、物事に対して好奇心・懐疑心が旺盛で、この自噴に従順であれば脳の衰えは無いのではない

かと考えています。しかし、従順でない、つまり、自分が自分に嘘つきであれば嘘つきであるような因果

応報が現れます。③については心の持ち方ですが、意識次第で何時でも溌剌とした新鮮な気持ちを持ち続

けられます。吾が国の二大巨頭神社の式年の遷宮・造替に見習い、私の人生も定期的にブラッシュアップ

して、身の丈人生を輝かしく謳歌したいと思っています。 

 

その５；吾が家の神棚 

前記のとおり、「旧塩の道（秋葉古道）」を 2012（平成 24）年９月 27 日（木）～10 月 16 日（火）の

19 連泊 20 日間で歩いた時の「閖上
ゆりあげ

海岸海水（太平洋）・湯野浜海岸海水（日本海）・糸魚川姫川港海水

（日本海）・御前崎海岸海水（太平洋）」の「金剛水」と、「旧奥州道中」を 2013（平成 25）年９月４日

（水）～10 月１日（火）の 27 連泊 28 日間で歩いた時の「東京湾海水（太平洋）・青森湾海水（日本

海）・山葡萄果汁・三厩湾海水（日本海）」の「胎蔵水」を自宅に持ち帰ったが、それら二つを図―50 のよ

うに自宅の神棚（直下に仏壇）に祀っております。この二つの潮（塩）水には特別の思い入れがありま

す。基本ベースにあるのは、普通は、茫洋とした太平洋は女、荒々しい日本海は男とイメージする人が殆

どではないかと思っています。私も一目は、第一印象はそのように思います。 

ここで、私が何かにと持ち出す陰陽相対
、
（待
．
）性原理―――対

、
は対立・反発関係、待

．
は待つ、引合う・

吸引関係からの視点です。それでは一般的な印象を表とし、この太平洋にも女（陰）と真逆の男（陽）の

みんな 

私 神・仏 

自然 歴史 

図－49 
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相を内包し（隠れ）ています。日本海にも男（陽）と真逆

の女（陰）の相を内応し（隠れて）ています。そこで、隠

されているもの、沈潜しているものを晴れの表舞台に引出

す事にしたのです。私の根底に貴
き

種
しゅ

流離譚
りゅうりたん

・判官
ほうがん

贔屓
び い き

の心

情が溶け込んでいるからです。もう一つは、中正化・中庸

化の思いがあるからです。したがって、太平洋（女・陰）

に隠遁
いんとん

・閑居
かんきょ

している男（陽）を表街道に引き立て、日本

海（男・陽）に隠遁・閑居している女（陰）を表街道に引

き立てました。したがって、「旧山宮街道＋旧塩の道（秋葉

街道）」に於いては、最後に加水した潮水は太平洋の塩水で

すから、男(陽)が最後を引き締めたとして、南無曼荼羅

「金剛水」と呼称付けたのです。また、「旧奥州道中」に於

いては、最後に加水した潮水は日本海（＝三厩
みんまや

湾）の塩水

ですから、女(陰)が最後を引き締めたとして、南無曼荼羅

「胎蔵水」と呼称付けたのであります。密教の曼荼羅金胎

両部界に結び付けています。さらにその裏では、神様の天

照皇大神、仏様の大日如来に繋がっていると観想していま

す。このように自宅にも、悪い癖である「大香ブランド老

魂サブタイトル」のマイワールド観を持ち込んでおりま

す。遊び心から密教の神仏界を吹き込んで、毎日の拝礼時

に感謝を込めて拝んでおります。 

 

 

その６；私に生息する我が儘三心と三蟲
さんちゅう

のコラボ共演 

 私の内部（自我・自己）を良く観察すると、「探求心・好奇心・

冒険心」の（前者）我が儘三心と、「蟻・亀・蝶」の（後者）三蟲
さんちゅう

（三

匹の夢志
むし＝虫

）が棲息しています。前者は心の持ち様・精神なのでい

わば見えないものです。後者は身体の投影物なので見えるもので

す。一人の歩き旅になると、その二つがトルネード・ツイスト現

象、スパイラル・スィング現象（図－51）を成して、歌舞音曲を

奏で浮世離れして騒々しく大活躍します。この境地は際限がない

のです。これが快感となります。歩いていると、人為に束縛され

ない漂泊の旅人、流浪
る ろ う

の旅人の気持ちとどこか重なるような気分

になります。真の自由人になりたい、真の孤独を満喫したいとい

う思いがあるからだと思います。 

 

その７；次の楽しみ 

一区切りを付けて本稿を取り纏めて見たが、歩きたい所は山

ほどあります。「第十四部 多くの皆さんが夢へ挑戦」に記載し

た皆さんの取り組みに吾も挑戦したい！と夢が膨らんでいま

図－50 

閖上海岸海水 

湯野浜海岸海水 

糸魚川姫川港海水 

御前崎海岸海水 

金 

剛 

水 

東京湾海水 

青森湾海水 

山葡萄果汁 

三厩湾海水 

胎 

蔵 

水 

(旧奥州) (旧山宮＋塩の道) 

図－51 
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す。「はじめに」に記述したが、吾が人生の生涯に於ける次のステージの 2015（平成 27）年からの５年

間は、「人生 Ｋプロジクト ラウンドⅣ ⏎リプレース」の期間と位置付けており、具体的には「歴

史街道スルーハイク 遊学紀行―ステージ２」と銘打って、今度はどんな事に焦点を当てて歩き旅を行

おうかと思案の最中であります。 

〇 既に歩いた歴史街道・古道に於いては、いずれは、春夏秋冬の季節折々に、そして逆向きに歩いて

見たいと言う楽しみもあります。 

〇 未体験の新しい歴史街道・古道に挑みたくもあります。 

〇 しばらくは、四国八十八か所（四国遍路）や西国三十三観音、出羽百観音などの観音霊場廻りを重

点的に取り組んで見たい願望があります。 

 

その８；日々に想う事 

日常の生活に於いても、スルーハイク・ロングトレイルに於いても、何かに集中する無我夢中の時間は

本の僅かだけ、生きている時間の殆どは雑念・雑感が埋め尽くしていると思う今日この頃です。 

 締め括りを短歌にしてみました。 

 

“大香
だいこう

のブランド容姿は老木に 桜吹雪で紅葉を染める” 

（この老木の紅葉に、狂い咲きの桜を吹き掛けて、見栄えだけは華やかにしたいものだ、強が  

りで自己満足しようか） 

“この歳は洟
はな

垂れ小僧の真っ盛り まだまだまだよ修業が足りぬ” 

   （吾が心の、日常、日々の喜怒哀楽の乱高下、これらを自覚するに付け、まだまだ人間が出来てい

ない、中途半端だと思い、もっともっと精進努力をしなければならないと痛感している、謙虚謙

虚に） 

“毎日が命を閉じる前稽古 演ずる舞台豪華に飾る” 

（残余の人生は最後の舞台で演ずるようなもの、演ずる姿は頼り無いが、雰囲気だけは立派に 見

えるようにしたいものだ、強がりで自己満足しようか） 

“問いかける吾の人生どう描く 宇宙と対話思うが儘に” 

（残余の人生をどう描くか、本を読んでも、過去の成功体験を思い出しても良案は浮かばない、ま

してや他人に聞くなんぞはやぼ
、、

というもの、私の相談相手は宇宙なのだ） 

“人生の縦糸横糸夢で編む 丸く作って花火に乗せる” 

（思いのあれやこれや、矛盾も相剋もあるが、拘っていてもしょうがない、こうしたいという夢で

それらを縦横に編み、お手玉にして空高く放り出せば、ぱあっと華開くというもの。） 

“内情は私
わたし

心
しん

の清濁を 棒でかき混ぜダイヤを作る” 

   （私の心の内情は煩悩塗れ、清濁・正邪併せ持つもの、これらに縛られても埒が明かない、逃げず

に一層の事、どろどろにかき混ぜてダイヤモンドを作る、新しいものを生み出せばよいのだ） 
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第十七部 新聞報道 

 

 図－52 は、私の歴史街道７千キロ完（貫）歩に係る山形新聞報道です。（同社において取材に応じ、記

事になったもの。） 

  

図－52 
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第十八部 アルゴディア研究会での学習会 

 

以下は、2015（平成 27）年３月６日（金）西川町において、学習会の際に報告・発表した時の証で

す。 図－53 は、その時に依頼された案内文書と、図－54 は発表の様子（写真）です。 

 

図－53 
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図－54 
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【 おわりに 】 

 

次のような言葉を取り上げて感想を述べ、本書を閉じることにします。 

 

１．日本の美 

 

その１；「心とは山河
せ ん が

大地
だ い ち

なり、日月
にちがつ

星辰
しょうしん

なり」 

曹洞宗の開祖道元が云われた言葉ですが、その心について、堀澤
ほりさわ

祖門
そ も ん

さん（2013 年 12 月、京都大原三

千院門主に就任）の意訳を参考に記して見ます。 

・・・私は山であり、河であり、大地であり、太陽であり、月であり、星々である、と。それと同時

に、山は私であり、河は私であり、大地は私であり、太陽は私であり、月は私であり、星々は私であ

る、と。別の言い方をすれば、心は万物そのものであり、万物がそのまま心である、認識の主体も客

体もなく、ただただ全てが“一つ”として「ある」だけ。・・・ 

 

そんな悟ったような立派な精神にはならないが、毎日毎

日 10 時間もただただ歩いていると、“自然がいいなあ、自

然はいいなあ”と思うだけになる時間が沢山ありました。

私見であるが、道元はその言葉の中に次のような意図も含

んでいるのではないかと思います。心
、
とは「人」です。山

、

河大地
、、、

とは「地」です。日月星辰
、、、、

とは「天」です。つま

り、「天地人」三才（才
、
とははたらき・作用をいう。）の調

和を込めた、「天地人」三才一体の有り様を説いた（解い

た）ものではないのかと思います。 

 千歳栄著「心の原風景（ＭＯＫＵ出版）」よりは拝借の

図－55 は、本スルーハイク中の写真ではないが、地球か

らの絶大なエネルギーのプレゼント、自然が放つ神秘的で不可思議な造形の象徴として、「湯殿山のご神

体」を記載しておきます。今も頂部から 40 数度の熱い湯がこんこんと湧き出しています。自然の力に感

動します。 

 

その２；「雪月花」 

〇 栗田勇氏が富士通グループの外国人経営者を対象とした講演内容を本に纏めた「雪月花の心（祥伝

社新書）」において、日本文化を語る時に欠かせない自然
、、

の Symbolized keyword として「雪月花」が

あるとした。 

〇 日本人として初のノーベル文学賞を受賞（1968・昭和 43 年）した小説家川端康成が同授賞式にお

いて行った記念講演『美しい日本の私―その序説』の中で、日本人の細やかな美意識のキーワードと

して「雪月花」を語っている。 

 

いずれにしても、この言葉は二人の専売特許用語ではないが、日本人（大和民族）・日本文化の特徴を

表す時によく使われる言葉であります。この三要素・三文字から受ける直感の印象はきれい
、、、

です。 

  

図－55 
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雪 ～ 真っ白いことから、純粋・清浄の例えとして賞賛され、また、白髪の連想に繋がることから目

出度きものと捉えられて来た。さらに、「雪は豊年の瑞
しるし

」「五穀の精」とも言われ、雪が多く降り・

積れば豊富な水が約束され豊作の前兆になるのだ、と思われて来た。前出栗田氏によれば「雪は季節

の移り変わり、時間
、、

の流れを表す」という。 

月 ～ 古来より太陽と対比され信仰の対象にもなって来た。月はそれ自体は光を放たないが、太陽の

光を受け自転と地球周囲の公転の運行に伴い、地球から見て満ち欠けが生じることに人生訓を重ねて

来た。前出栗田氏によれば「月は宇宙・コスモス、空間
、、

の拡がりを表す」という。 

花 ～ 人々の日常生活に華やかさを齎すものとして、慶
よろこ

び毎や悲しみ毎の冠婚葬祭の演出にも密接

に係って来た。前出栗田氏によれば「花は時空
、、

にしたがって現れる存在現象
、、、、

の象徴といえます。」と

いう。 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

歩いていると、自然や水の豊かさ、四季の運行に伴う山紫水明

の移り変わりに、花鳥風月の様相は味わい深く感動するのみであ

りました。図－56 は 2011（平成 23）年の旧熊野古道スルーハイ

ク中に出くわした所で、樹木が両側から伸びてトンネル状にな

り、萌える緑葉の中で、遠慮がちながらも鮮やかな赤紫色のツツ

ジが咲き誇り、このような状況がしばらく続きました。 

 

２．「 Don`t Think．Feel！  」“考えるな！感じろ！”  

ブルース・リー（香港の俳優、脚本家、映画プロデューサー）

が映画「燃えよドラゴン」で言った有名なセリフです。この言葉

の後に続きはあるが、この言葉が切り取られて広まったのです。 

「三現主義（※）」に似た響きもあるが、私の解釈・理解は次のと

おりです。やりもせずに、頭の中の言葉だけを流暢に振り回す人

に対しては、理屈を捏ね回した分だけ実行してみろ！ 他人
ひ と

前で

の立派な言い分だけ実行してみろ！ 『有言実行・言行一致』になっていない言動はまったく価値のない

空理空論だ、実践・実行しろよ！ その中で感じてみろよ！ との心の叫びです。ただし、ここでいう実

行・実践とは、肉体労働の事だけではないことはいうまでもありません。他人に向かって弁じ、人々に向

けて講演した、文字にしたものを配布した時の中身も問題です。既に流布している、販売されている書籍

の一部を切り貼りする、他人
よ そ

様の聞き語りに自分の思いを 釉
うわぐすり

風に塗っただけなのに本物のように熱弁

するのはよくあることです。がしかし、現地に行って確認したのか、現物（裏付ける古文書・書籍等）を

確認したのか、つまり、それらの場面を自ら検証したのかということです。拝聴しながら「エビデンス・

エビデンス・エビデンスは？」と疑問符を投げ付けております。客観的な証拠を提示出来ないものは、所

詮は戯
ざ

れ言
ごと

、胡散
う さ ん

臭いまがい物、心から納得されない。私は、そういうこと
．．

・そういうもの
．．

に対し、頭

でっかちの綺麗ごとには馬耳東風、「頷
うなづ

き」は社交辞令の形だけです。なお、自分の頭の中で廻
めぐ

らすのは

ご自由であらせ。 

 

 

図－56 
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余生を楽しむ中で、日常の何やかんやのしがらみ・腐れ縁に愛想が尽きます。そして、上記のようなこ

とを学ぶ中で、湧き出す夢・願望を実現したくなります。夢を持ちては行い、行いては夢を持つ、形にし

てこそ、実現してこそ夢を持ったことになる、「夢（虚仮
こ け

／陰）と行（実存／陽）」の両者は車の両輪、表

裏一体、相即不離の影の如し、です。「心・言・行」、つまり、「心（認識や精神）・言（言葉や言語）・行

（行動や活動）」の統合なくして、心・言・行に意味なし」です。だから、心・言・行の統合を模索した

く私は歩き旅に動き出すのです。 

 

（※）企業経営の中で指摘される原理原則の一つに、机上ではなく、実際に『現場』に赴き『現物』を

観察して、『現実』を認識した上で、問題解決を図らなければならないという考え方のことです。会

議室でいくら議論しても問題は片付かない、まずは、現場に行け！というその叫びです。 

 

**************************************************************************************************** 

 

さて、古道トレイルを締め括った 2014（平成 26）年は 65 歳ですが、今後、来年以降はどうするの

か、思案中であります。しかし、「第十七部 新聞報道」に記載したとおり、四国八十八か所霊場や出羽

百観音霊場巡りを計画中」と公言した限りにおいては、何とすれば良いのか？ 有言実行を肝に銘じてい

ます。 

 

 

 

（完） 

 

 

 

 

 

2014（平成 26）年 12 月 31 日（水） 
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